
愛知県農業会議創立７０周年記念大会を盛大に開催しました！

　愛知県農業会議は、令和₆年１１月
₅日に名古屋市中区の名古屋ガーデ
ンパレスにおいて、約２００名の会員及
び関係者の方々にご出席をいただき
「愛知県農業会議創立7０周年記念大
会」を開催いたしました。記念式典
では、川上万一郎会長のあいさつの
後、本会議会員や農業委員・推進委
員等として長年に渡りご活躍いただ
き、本県農業の振興と農業委員会活動の発展のために貢献された方々に愛知県知
事感謝状、全国農業会議所会長表彰、愛知県農業会議会長表彰がそれぞれ受賞者
に贈呈並びに授与されました。
　続いて、大村秀章愛知県知事、直江弘文愛知県議会議長、秋葉一彦東海農政局
長、長谷川浩敏愛知県農業協同組合中央会会長、國井正幸全国農業会議所会長
（稲垣照哉専務理事代読）からご祝辞をいただき、また、そのほか多くのご来賓
の方々にもご臨席を賜りました。
　式典に引き続いて、記念講演では「食料安全保障の強化に向けて農業委員会組
織に期待する」と題して東京大学大学院　特任教授　鈴木宣弘先生から「農業委
員会組織は、農地、農業、農村を守る最後の砦です。更に一緒に頑張っていきま
しょう」と力強くご講演いただきました。



大会会長あいさつ
一般社団法人愛知県農業会議会長　川上　万一郎
　本会議は、昭和２９年₉月に産声を上げて、今年
でちょうど7０年を迎えることとなりました。この
間、国、県を始め市町村、農業団体などの方々の
暖かいご支援、ご指導と各農業委員会、全国農業
会議所の農業委員会組織あげてのご協力、ご鞭撻
をいただき、今日までその責務を全うできたこと
に心から感謝の意を表します。平成２８年₄月に施
行された改正農業委員会法に伴い、認可法人から
一般社団法人に組織変更し、県知事から農業委員
会ネットワーク機構の指定を受けるという新たな
枠組みで組織運営してきました。今後は、農業者
に夢と希望の持てる農政の確立を目指して役割と
責務を果たし、引き続き、愛知県の農業と農村の
発展に向けた活動を展開して参ります。

経過報告
一般社団法人愛知県農業会議　事務局長　日髙　昭広

　農業委員会組織は、農業・農業者の公的代表機関として、法律の規定により行
政庁の諮問機関に規定され、行政行為の補完を行うとともに、土地と人対策を始
めとする諸事業を展開し、地域農業の振興・発展に寄与するとともに、地域の担
い手の育成に積極的に取り組んできました。本会議としては、①農業委員会制度
改正への対応、②行政庁の諮問機関として農地法等法令審議への取り組み、③土
地と人対策を進める農業委員会活動の推進などを主に進めてきました。創立7０周
年を迎えることができ
ましたのは、市町村、
農業委員会、農業団体
等の会員各位のご理
解、ご支援と国、県、
全国農業会議所の皆様
の格別のご指導の賜で
す。多くの皆様方に心
から感謝申し上げ、経
過報告といたします。 役員の皆様



創立７０周年記念大会における受賞者の皆さんは以下のとおりです。
(敬称略・順不同)

₁　愛知県知事表彰
(₁）愛知県知事感謝状

丹 羽 司 朗 岩 倉 市 平 野 和 実 飛 島 村

川　上　万一郎 西 尾 市 福 井 直 子 豊 橋 市

(₂）愛知県知事表彰

倉 友 五 郎 愛知県農業会議

₂　全国農業会議所会長表彰
福 岡 信 久 日 進 市 牧 　 正 行 日 進 市

若 山 善 之 大 治 町 平 野 和 実 飛 島 村

河 合 勝 正 新 城 市

知事感謝状の贈呈を受ける平野和実氏 会議所会長賞の授与を受ける牧正行氏

農業会議会長賞の授与を受ける横粂鈞氏 受賞者の皆様



₃　愛知県農業会議会長表彰
加 藤 勝 明 一 宮 市 山 田 泰 司 瀬 戸 市

松 原 　 清 瀬 戸 市 川 地 隆 正 春 日 井 市

丹 羽 司 朗 岩 倉 市 船 橋 哲 夫 岩 倉 市

三 浦 正 美 岩 倉 市 市 川 　 豊 日 進 市

萩 野 淑 子 日 進 市 安 藤 茂 市 豊 山 町

安 藤 丁 士 豊 山 町 宮 地 計 年󠄂 大 口 町

服　部　起代子 大 口 町 桑 山 　 清 津 島 市

水 谷 鉄 春 津 島 市 吉 田 愼 司 大 治 町

後 藤 幸 雄 蟹 江 町 成 田 巧 之 蟹 江 町

神 長 健 一 常 滑 市 加 藤 博 幸 東 海 市

伴 　 好 正 大 府 市 竹 内 康 成 知 多 市

西 尾 文 好 武 豊 町 原 田 時 男 武 豊 町

齋 藤 常 夫 武 豊 町 土 屋 富 好 武 豊 町

神 谷 昌 明 碧 南 市 藤 浦 利 吉 碧 南 市

中 田 晴 久 安 城 市 鳥 居 益 夫 安 城 市

石　川　喜久雄 西 尾 市 石 原 國 彦 知 立 市

杉 浦 　 巖 高 浜 市 清 水 　 忠 幸 田 町

山 口 文 雄 幸 田 町 横 粂 　 鈞 豊 田 市

加 納 一 範 豊 田 市 奥　村　八千子 豊 田 市

河 合 勝 正 新 城 市 荻 野 紀 子 新 城 市

佐々木　すゑの 設 楽 町 土 屋 康 臣 設 楽 町

山 城 良 治 東 栄 町 福 井 直 子 豊 橋 市

太 田 和 美 豊 川 市 清 水 久 一 名 古 屋 市

安 井 正 敏 名 古 屋 市 麻 生 昌 宏 愛知県農業会議

木 造 直 美 愛知県農業会議



来賓祝辞
愛知県知事　大村　秀章　様　

　川上会長始め愛知県農業会議の皆様には、
本県農政の推進に格別のご理解とご協力を
賜っていることを厚く御礼申し上げます。
表彰を受けられました皆様には、これまで
のご尽力について深く敬意を表する次第で
す。貴会議の皆様は、１９５４年の設立から7０
年の間、農業生産力の向上や農業経営の合
理化、農業者の地位向上のための活動に取
り組まれ、愛知県の農業の礎を築いてこら
れました。本県が全国第₈位の農業産出額

を誇るようになっていますのも皆様のご尽力の賜です。引き続き、お力添えいた
だきますようよろしくお願い申し上げます。

愛知県議会議長　直江　弘文　様　
　ご参会の皆様方には、本県農業の振興、
発展に格別のご尽力を賜っており、厚く御
礼申し上げます。また、栄えある表彰を受
けられました皆様方には、これまでのご功
績に対しまして深く敬意を表しますととも
に、今後、益々のご活躍を心からお祈り申
し上げます。本日を機に更に結束を固めら
れ、県民の豊かな暮らしを支える本県の農
業振興のために、引き続きお力添えを賜り
ますようお願い申し上げます。

東海農政局長　秋葉　一彦　様　
　先般、食料・農業・農村基本法が貴会議の
7０周年という節目に改正されました。そうし
た中で農業を担う人材と生産基盤となる農
地の確保が農業政策の基本であることに代わ
りはありません。これからの農業委員会組織
については、制度全体、農地バンクを含めて
どうした点を強化していくか検討しています。
愛知県農業会議及び農業委員会の益々のご発
展と本日ご出席の皆様方のご健勝、一層のご
活躍を祈念いたします。



愛知県農業協同組合中央会会長　長谷川　浩敏　様　
　昭和２９年に貴会議が設立されて以来、農
地に係る構造政策の推進、農業委員会、農
業者への支援を通じて、全国有数の農業生
産を誇る本県農業の発展に大きく貢献され
ました。これも偏に歴代の会長さんを始め
役職員のご努力と農業委員会の皆様のご
尽力の賜と心より敬意を表する次第です。
我々ＪＡグループ愛知といたしましても、
農業会議、農業委員会を始めとする農業関
係団体や行政と協力して地域農業の振興や

農家所得の向上に取り組んで参ります。

一般社団法人全国農業会議所会長　國井　正幸　様　
（専務理事　稲垣照哉様　代読）　

　農業委員会組織は、厳しい農業情勢が続く中
にあっても、先人の皆様の多大なご努力によっ
て、一貫して農地の番人としての役割を担って
きました。平成２８年の改正農業委員会法の施行
により農業委員会ネットワーク機構として農地
利用の最適化という新たな任務を担い、農地の
保全と有効利用に取り組んでいます。皆様にお
かれましても、心新たに農地利用の最適化を始
めとする農政の一層の推進に取り組まれますよ
うお願い申し上げます。

ご 来 賓 の 皆 様



宣　言
一般社団法人愛知県農業会議　理事　水野　敏久　

　我々農業委員会組織は、昭和２６年の制度発
足以来、農業及び農業者の公的代表組織とし
て、優良農地の確保と有効利用及び担い手の
確保・育成に取り組み、地域農業の発展に大
きな役割を果たしてきました。また、平成２８
年に施行された改正農業委員会法により「農
地利用の最適化の推進」が必須業務として位
置づけられ、担い手への農地利用の集積・集
約化、遊休農地の発生防止・解消、新規就

農・新規参入の促進を進めていくことが求められています。よって、我々は、愛
知県農業会議創立7０周年に当たり、関係機関・団体との連携のもとに、自らが農
業委員会活動に積極的に取り組むとともに目に見える実践活動をより一層強力に
展開し、農業・農村の健全な発展に寄与できるように決意を新たに取り組むこと
をここに宣言します。

記念講演
演題　食料安全保障の強化に向けて農業委員会組織に期待する
講師　東京大学大学院　特任教授　鈴木　宣弘　先生　　　　

　愛知県は農業産出額が全国₈位なのに食料自給率
が１２％ではいけません。皆さんの組織の総力をあ
げて愛知県の自給率を１００％にするために県内の農
地を徹底的に使い尽くす計画を立てていただきた
い。愛知県内の農地、農業、地域を守っていただき、
皆さんの頑張りを全国に発信していただき、日本全
体の未来が明るくなるような方向性を作っていこう
じゃないですか。まず、皆さんが作った農産物を
しっかりと地域で循環させる部分を増やしていただ
く。学校給食が₁つの核となります。産直、直売所
などをしっかり活用しながら循環型自給圏を県内各
地で作っていただきたい。いざという時に国民の命

を守るのが国防と定義するならば、農地、農業、農村を守ることこそが一番の国
防です。農業委員会組織は、農地、農業、農村を守る最後の砦です。更に一緒に
頑張っていきましょう。
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